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AutoSupport とは

AutoSupport を使用すると、 SnapDrive for UNIX は、 SnapDrive によって発生したすべ
ての動作障害を、「 /etc/log/ems 」ファイルに含まれるストレージ・システムの EMS

ログ・ビューに送信できます。

SnapDrive for UNIX での AutoSupport の使用方法

「 snapdrive.conf 」ファイルの「 autosupport-enabled」 オプションが on に設定されて
いる場合、 AutoSupport メッセージはストレージシステムの EMS ログビューに記録さ
れます。デフォルトでは ' このオプションは 'napdrive.conf ファイル内で 'on' に設定され
ていますSnapDrive for UNIX は、 AutoSupport メッセージをストレージシステムに送信
し、そのメッセージを Event Management System （ EMS ；イベント管理システム）に
記録します。

次のいずれかの場合、 AutoSupport メッセージが送信されます。

• 運用上の障害により処理が停止されると、その処理が失敗したストレージシステムに AutoSupport メッセ
ージが送信されます。

• 複数のストレージシステムがホストに接続されていて、複数のストレージシステムで動作障害が発生した
場合、 SnapDrive for UNIX は、その処理が失敗した特定のストレージシステムに AutoSupport メッセー
ジを送信します。

• SnapDrive config set <username><filername>_ を使用して新しいストレージ・コントローラを追加する
と、 SnapDrive for UNIX は指定されたストレージ・システムに AutoSupport メッセージを送信します。

• SnapDrive デーモンが再起動または開始されると、設定されたストレージシステムに AutoSupport メッセ
ージが送信されます。

• SnapDrive storage show -all ` コマンドが実行されると、 AutoSupport メッセージは設定されているすべ
てのストレージ・システムに送信されます。

• snap create 処理が成功すると、 AutoSupport メッセージがストレージシステムに送信されます。

AutoSupport メッセージの内容

AutoSupport メッセージには次の情報が含まれています。

• イベントソース

• イベント ID

• SnapDrive for UNIX のバージョン

• メッセージステータス：ログレベルのメッセージ。たとえば、 1 はアラート、 2 は重大、 3 はエラー、 4

は警告、 5 は通知、 6 を参照してください。 7 を参照してください

• ホスト名

• ホストオペレーティングシステム

• ホストオペレーティングシステムのリリースバージョン
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• ストレージシステムの名前

• Protection Manager / Role Based Access Control の使用

• エラーカテゴリ

• AutoSupport フラグメッセージエントリが FALSE になっています

• ホストのマルチパスタイプ：「 snapdrive.conf 」ファイルで設定された値がログに記録されます。構成値
が正しくないためにアシスタントがロードされていない場合、ホストマルチパスタイプはログに記録され
ません。

• Host virtualization enabled ： VMware ゲストオペレーティングシステムに対してのみキャプチャされま
す。

• プロトコル： 'napdrive.conf ファイルの 'default-transport' に設定された値

• Protection Enabled ： OnCommand Data Fabric Manager （ DFM ）に SnapDrive for UNIX が設定されて
いる場合は、値「 Yes 」が記録されます。

SnapDrive for UNIX では、 OnCommand DFM が使用されているかどうかは検証されませ
ん。

SnapDrive storage show -all コマンドを実行すると、次の追加情報を使用できます。

• プロトコルのタイプ（ FCP / iSCSI ）： LUN の作成に使用するプロトコル（存在する場合）。

• 接続されている LUN の数

• ディスクまたはボリュームグループの数

• ファイル仕様の数

• ホストボリュームの数

SnapDrive for UNIX で AutoSupport を有効にすると、操作に失敗したときに、エラー・メッセ
ージが Event Management System （ EVM ）ストレージ・システムに記録されます。エラーメ
ッセージに（ < 、 > 、 & 、 ' 、 " などの特殊文字が含まれている場合、 \r ）ストレージ・シス
テムの EMS ログ・ビューで文字化けした値が表示されます。

AutoSupport メッセージの例

SnapDrive for UNIX には、さまざまなシナリオの例が用意されています。すべての例の
AutoSupport メッセージの内容は、オペレーティングシステムに関係なく基本的に同じ
です。

例：新しいストレージシステムの追加

次に 'aix207-116` という名前のホストから送信されるメッセージの例を示します
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computerName="aix207-116"

        eventSource="snapdrive"

        appVersion="5.2 for UNIX"

        eventID="3"

        category="ohio configured"

        subject="host_name=aix207-116, host_os=AIX, host_os_release=1,

host_os_version=6, No of controller=1, PM/RBAC=native, Host

Virtualization=No, Multipath-type=nativempio, Protection Enabled=No,

Protocol=fcp"

例：デーモンを再起動します

AutoSupport for UNIX では、デーモンを再起動すると、次の SnapDrive メッセージがストレージシステムに
送信されます。

computerName="aix207-116"

        eventSource="snapdrive"

        appVersion="5.2 for UNIX"

        eventID="2"

        category="daemon restarted"

        subject="host_name=aix207-116, host_os=AIX, host_os_release=1,

host_os_version=6, No of controller=1, PM/RBAC=native, Host

Virtualization=No, Multipath-type=nativempio, Protection Enabled=No,

Protocol=fcp"

ストレージ接続処理に失敗した場合、 SnapDrive for UNIX は次の AutoSupport メッセージをストレージシス
テムに送信します。

computerName="aix207-116"

        eventSource="snapdrive"

        appVersion="5.2 for UNIX"

        eventID="4"

        category="storage connect failed"

        subject="host_name=aix207-116, host_os=AIX, host_os_release=1,

host_os_version=6, No of controller=1, PM/RBAC=native, Host

Virtualization=No, Multipath-type=nativempio, Protection Enabled=No,

Protocol=fcp,1384: LUN /vol/vol0/test1 on storage system ohio already

mapped to initiators in igroup aix207-116_fcp_SdIg at ID 0."/

AutoSupport for UNIX では、「 snap create 」処理に成功したときに、次の SnapDrive メッセージがストレー
ジシステムに送信されます。
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computerName="aix207-116"

        eventSource="snapdrive"

        appVersion="5.2 for UNIX"

        eventID="5"

        category="snap create successful"

        subject="host_name=aix207-116, host_os=AIX, host_os_release=1,

host_os_version=6, No of controller=1, PM/RBAC=native, Host

Virtualization=No, Multipath-type=nativempio, Protection Enabled=No,

Protocol=fcp, snapshot_name=snap1"
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